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企業の強み

写真

外装タイル全国シェア№１　タイル業界では分業制になっているが、自社で釉薬（タイルを加
飾する絵具）の工場を保有する唯一のタイルメーカー。釉薬工場が自社にある為、お客様
の要望や新商品の開発など素早く対応できる。また、ユニット加工所も併設。タイル生産に
おける　成型→施釉→焼成→選別→加工　の流れをすべて自社で行えるメーカーである
為、高いレベルの品質管理が可能。

離職者数

最近の雇用状況
（30歳未満の若

年雇用者）

 3人

14人

12人

 5人

 1人

 2人

休日・休暇 年間休日数　107日　週休2日制

住所

採用人数

1950年2月

331,600万円

インテリアタイル・マンション用タイル
戸建て用タイルなどの製造

高卒

170名（平均年齢38歳）

専門学校卒

145,000円

143,000円

福利厚生 保養所　イベント　野球・サッカー・ハイキング・釣り・トレッキング・軽音楽などのサークル

製造業

株式会社日東製陶所
基礎情報

初任給

保険 雇用保険、健康保険、労災保険、厚生年金

〒507-0072

岐阜県多治見市明和町1丁目125番地

2,400万円

写真

194,000円
大卒

短大卒

143,000円
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職場の雰囲気

将来性

「きれいな環境でしかきれいな物は作れない」をモットーに様々な職場改善が行われている。通常の５S「整理・
整頓・清掃・清潔・躾」に加えてSafetyを加えた、「６S」を徹底している。夏場に高温になる工場では屋根に遮熱
塗装をし、ミストがでる扇風機を設置するなど工夫がされている。これらは社員からアイデアを募集して行われ
ている。

タイルメーカーでもトップクラスの生産量を誇る。現在は香港、台湾、 シンガポール、中国にも出荷しており、今
後はアメリカを中心にタイルを広めて行きたいと考えている。7年前から小学生向けのタイル教室を開催してお
り、申込み開始20分で、地元の子どもたちの申込みで満員になる人気ぶり。地元と密着しながらも、世界へ活
躍の場を広めていける会社である。

目指す企業の姿

経営理念

学生から見た魅力

働きがい

社員に挑戦する場を与えられ、いろいろな経験が積めたり、社員のやりたい事をやらせてもらえる職場環境が
ある。とても挑戦できるチャンスが多い。地域との交流を大切にし、お祭りやボランティアの出展に積極的に参
加して地元の方や子供たちがタイルに触れる機会を作っている。そこで、消費者の直接の声や反応を知ること
ができる。街中でマンションの外壁や店舗の壁面に使用されているのがやりがいに繋がる。

写真

将来ビジョン
「タイルが好き、興味がある」と入社しくる社員は少ない。しかし、日々、タイルに関わりながら仕事を続けること
で、自然と「タイルが好きだ」、「深く知りたい」と思わせる環境作りを目指す。タイルという製品に誇りを持ち、製
造から加工までを一貫してできる強みを生かして地図に残していける仕事を続けていく。

『ひとすじにひたむきにお客様の満足をもとめて』を合言葉に、全社員が
「常に顧客が満足する品質を第一」という共通の認識を持ち、日々の活
動に努め、安定した出荷体制・迅速な苦情処理を目指します。

100パーセントB to B事業であったが、『ニットー企画室』を立ち上げ、B
to C事業に挑戦。タイルを使った雑貨などのインターネット販売などで、
より身近な消費者に近いタイルメーカーを目指し、より強固なB to B事業
の確立。

写真

先輩社員

「やりがいのある会社」「楽しい会社」
日東の仕事は「地図に残る仕事」がやりがいです。僕たちが作ったタイルが建物に貼られ、
そして完成すると地図に残っていく仕事をしています　出来上がった時の喜びが、また次に
つながっていきます。
そして社内でのイベント行事「多治見祭り」「茶碗まつり」「懇親会」などなど社員同士が集う
機会が多く、みんな仲がいいのも特徴的です。
就活ではそんな会社を探してほしいなと思います。

社長（または経営陣）、先輩社員から一言

写真

社長（または経営陣）

中小企業とは、『自分のやりたい事をやれる場所』でなければならないと思っています。タイ
ルメーカーですのでタイルの製造は絶対にやらなければいけない。しかし、あとは自由な発
想で仕事を謳歌してほしい。タイルを好きになり、仕事に夢を持つことができれば、会社の
未来は明るい。お客様の満足を高めるためにも、社員の満足を高めることが、社長の私の
仕事だと思っています。

経営戦略
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